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１．気象状況
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平成27年の気象状況

１．気象状況

平成27年は、近10年と比較すると平均的な気象状況であった。

■月毎の流入量・気温・日照時間

■アオコが発生しやすくなる気象状況の超過日数（5-10月）

5-10月は
同期間の平均

5月、8月は近年10年間平均を上回る すべての月で近年10年間平均を下回る 5月、6月、8月、10月は
近年10年間平均を上回る

※Ｈ25は、近年10年間で5～8月の気温・日照時間が最大、流入量が最小であり、最もアオコが発生しやすい年であった。



２．水質改善装置の運用状況
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水質改善装置の運用状況
曝気循環装置は、4/26～11/6の期間で運用を行った。5基運用は6/1～9/20の期間で、そ
の他の期間は2～4基で運用を行った。また、4/26～5/14、6/5～6/10、9/21～11/6は、運
用時間を6～17時に短縮した短縮運用を行った。（その他は24時間運用)

深層曝気装置、高濃度酸素水供給装置は、3/9～11/19の期間で運用を行った。両装置と
も原則24時間運用とし、6月中旬以降は出水時も停止せずに連続運用を行った。

■水質改善装置の運用状況

曝気①②
運用開始 4/26

深層・高濃度
運用開始 3/9

曝気③④⑤
運用開始 6/1

曝気①②停止 11/6

曝気③④停止 10/7

曝気⑤停止 9/20

深層停止 11/6

高濃度停止
11/19

5月は流入量
が少ない

7月,9月は
流入量が多い

10月は流入量
が少ない

２．水質改善装置の運用状況



３．アオコ発生状況
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平成27年のアオコの発生状況

３．アオコ発生状況

今年度(H27）は貯水池全体に広がるアオコは発生しなかった。

※巡視（1週間に2回程度）による確認回数を濃淡で示している。

0回 1回 2回 3回 4回 5回以上

※H27.7はアオコ発生なし

H27.5月 H27.6月 H27.8月

■アオコ発生状況平面分布（H27.5～8月)

曝気運用後

堰堤や船着場の水際部の
一部でアオコが発生

堰堤や船着場の水際部の
一部でアオコが発生

堤や船着場の水際部の
一部でアオコが発生



４．溶出負荷抑制状況
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定期H18-H26平均(堰堤)

分布観測結果(0.05k)

分布観測結果(底上約5m(EL+48m))
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深層曝気装置、高濃度酸素水供給装
置の運用後は、DOが改善され、リン、
窒素、マンガン、鉄の溶出が抑制され
た。

貧酸素化が顕著な8月にはDOが低下
した。
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水質の季節変動(堰堤近傍)
４．溶出負荷抑制対策状況

窒素リン

マンガン 鉄

DO

■水質調査結果(0.05k、底上1m)

最大値

平均値

最小値

DO改善

溶出抑制

溶出抑制

溶出抑制

溶出抑制

（両装置が2時間停止していた影響もある）


